
データはそのままでは意味をなさない数値の羅列です。意味を持
たせるためには、データを加工する必要があります。
具体例で見ていきましょう。下の表は、ある小売業者の売上高の
推移です。この業者は、年度ごとに売上高が伸び、店舗数も増加
しています。このままでも「店舗を増やすことで売上高を伸ばし
ていること」がわかりますが、1店舗ごとの販売力が増している
のかどうかはわかりません。そこで、各年度の売上高の合計を店
舗数で割った、1店舗あたりの売上高を計算します。
こうすると、1店舗あたりの売上高は減少しており、1店舗ごと
の販売力は年々低下していることがわかります。こうした分析結
果から、「営業の範囲を広げることは経営資源に限界があるので、
各店舗を強化していこう」などの判断をしていくことになります。

1店舗あたりの売上高を計算する

データの意味を見出す

収集したデータは、目的に応じて加工すると、分析しやすくなります。データを加工する際は、数
式や関数を使い、できるだけ元のデータを変更しないようにしましょう。ここでは、数式や関数
を使ってデータを加工する方法と、ピボットテーブルなどの機能について解説します。

データの抽出とピボットテーブルの活用

分析しやすいデータに
加工する9

1店舗ごとの販売力

各年度の売上高計を店舗数で割ると、

1店舗あたりの売上高を計算できま
す。1店舗の売上高の推移を見ること
で、店舗の販売力の増減がわかります。
こうしてみると、店舗増加によって売
上高を増加させているだけで、1店舗
あたりの販売力は減少していることが
わかります。

練習用データ
2章_練習用_09_1
2章_練習用_09_2

売上高と店舗数が増加して
いることはわかるが、1店
舗ごとの販売力はわから
ない

売上高計を店舗数で割ると、1店舗あたりの売上高がわかる
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